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宮城県内外の
生活支援コーディネーターと
協議体の取り組みを発信

令和４年度 
宮城県生活支援コーディネーター養成研修を開催
　本年度の宮城県生活支援コーディネーター養成研修の２コース（各３回）を開催しました。
　生活支援コーディネーターや初任の行政担当者等を対象とする【地域づくり推進コース（基本コー
ス）】には58人の申し込みがあり、生活支援コーディネーターと協議体の役割や、住民と専門職が協働す
る意義について学びました。
　また、行政担当者や中堅の生活支援コーディネーター等を対象とする【現状分析・課題解決コース（実
践コース）】には61人の申し込みがありました。自分のまちの現状を調べて地域づくりを考える課題が出
され、演習を通じて意見交換をしながら、受講者が地域づくりを進めるための視点をブラッシュアップす
る機会となりました。
　両コースとも２回はオンライン開催となりましたが、３回目は対面での集合研修で開催。受講者のアン
ケートには、「生活支援コーディネーターの役割を再確認できた」「演習でたくさんの意見を聞くことが
でき、参考になった」などの声が寄せられました。

柴
田
町
の「
み
ん
な
の
美
術
館
」。毎
年
9
月
、町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
作
品
展
が
開
か
れ
る

（
大
槻
尚
之
連
合
会
長
と
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
大
庭
三
余
子
さ
ん
）

10月28日に対面研修で開催した
【地域づくり推進コース】では、休
憩時間も名刺交換や情報交換を
楽しむ姿が見られた

今後の予定

〈地域包括ケアの推進と地域支え合いの在り方〉

【全体研修】

日時：2023年2月27日（月）10:00～16:00
会場：フォレスト仙台（仙台市青葉区柏木1-2-45）

対象：関心のある方はどなたでもご参加いただ
けます。自治体を通じて参加をお申し込み
ください。



【しばたまち】人口３万7037人、１万6222世帯、高齢化率30.8％（2022年８月末）。町域は
42行政区、６小学校区、３中学校区で構成、中学校区を第２層圏域とする。生活支援コー
ディネーターは町社会福祉協議会に第１層１人、第２層２人を配置（第２層の定数は３人※
2022年９月時点で１人欠員）。協議体は第１層に設置し、事務局は生活支援体制整備事業
を所管する町福祉課が担当。同課、地域包括支援センター（２か所）、町社協、生活支援
コーディネーターが月１回「５者会議」を開き情報共有と連携を図る。

地域共生目指す

「みんなの美術館」
大庭三余子さん

柴田町

柴田町

放課後児童クラブのハロウィン作品展。自分やきょうだいの作品を見に来た子どもたち
（2020年10月30日）※写真提供：大庭三余子さん
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おお　  ば み よ こ

生活支援
コーディネーターに聞く

生活支援
コーディネーターに聞く

まちづくりのまちづくりの

柴田町
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職場体験で町社協に来た中学生に展示作品の説明をする、
町老人クラブ連合会の大槻尚之会長（2022年９月14日）

写真家ポール・ナッシュさん（右端）と造形作家カルロス・デアさ
ん（左から２人目）の合同展（2020年12月１日、それぞれ夫婦で
来場）※写真提供：大庭三余子さん 生活支援コーディネーターの大庭三余子さん（みんなの美術館で）

　
「
す
て
き
な
も
の
に
感
動
す
る
気
持
ち

は
、
世
代
や
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
係
な
く

共
有
で
き
ま
す
」

　
そ
う
指
摘
す
る
の
は
、
柴
田
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
大
庭
三
余
子
さ
ん
。
２
０
２
０
年
４
月

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
着
任
し
、
ま
ず
取

り
組
ん
だ
一
つ
が
、
ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
作

品
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設
だ
っ
た
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
町
社
協
が
事
務
所
を
置

く
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
の
一
角

に
、「
み
ん
な
の
美
術
館
」
の
名
称
で
同
年

６
月
オ
ー
プ
ン
。
第
１
回
の
企
画
展
は
、

「
と
っ
て
お
き
造
形
教
室
作
品
展
」
と
銘
打

ち
、
町
内
の
ア
ー
ト
教
室
に
通
う
知
的
障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
展
示
し
た
。

　
企
画
展
の
期
間
は
原
則
と
し
て
１
か

月
。
基
本
的
に
個
展
は
行
わ
ず
、
複
数
の

個
人
ま
た
は
団
体
に
よ
る
合
同
展
に
限

る
。
開
催
回
数
は
２
０
２
２
年
９
月
時
点

で
24
回
に
達
し
て
い
る
。

　
内
容
を
見
る
と
、
初
年
度
は
「
と
っ
て
お

き
…
」
の
ほ
か
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害

者
の
各
個
人
・
団
体
の
合
同
展
と
、
こ
れ
に

町
図
書
館
の
蔵
書
や
町
文
化
協
会
の
会
員

作
品
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

展
も
。
た
と
え
ば
、「
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア

ハ
ウ
ス
」（
不
登
校
傾
向
の
あ
る
児
童
生
徒

が
利
用
）
と
精
神
障
害
を
抱
え
る
色
鉛
筆

画
家
の
合
同
展
や
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
テ
ー
マ

に
し
た
町
内
各
地
区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
作
品
展
と
町
図
書
館
所
蔵
の
絵
本
展

の
コ
ラ
ボ
、
県
立
船
岡
支
援
学
校
（
主
に
肢

体
不
自
由
の
児
童
生
徒
が
通
う
）
と
町
立
槻

木
中
学
校
学
習
支
援
室
（
特
別
支
援
学
級
）

お
よ
び
町
文
化
協
会
の
３
者
合
同
展
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。

　
「
ア
ー
ト
や
ク
ラ
フ
ト
に
は
、
感
動
の
共

有
を
通
し
て
地
域
共
生
を
促
す
力
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
力
を
最
大
限
引
き
出
す
よ
う
な

企
画
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
町
に
移
住
し
た
写
真
家
と
造
形
作
家

の
合
同
展
も
開
い
た
。
大
庭
さ
ん
の
目
指
す

「
共
生
」
に
は
当
然
の
よ
う
に
町
在
住
外
国

人
も
含
ま
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
出
展
し
た
人
の
多
く
が
、「
作

品
を
見
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」「
が
ん
ば

る
気
力
が
わ
い
た
」
な
ど
と
喜
び
の
声
を
あ

げ
て
い
る
。
鑑
賞
者
か
ら
は
、「
す
ば
ら
し

い
作
品
に
感
動
し
た
」
だ
け
で
な
く
、「
見

に
来
た
人
や
案
内
し
て
く
れ
た
人
と
の
会

話
も
楽
し
め
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ

る
。「
コ
ロ
ナ
で
ひ
き
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た

が
、
外
出
し
て
人
と
会
う
い
い
機
会
に
な
っ

た
」
と
の
評
価
は
双
方
か
ら
出
て
い
る
。

　
展
示
や
鑑
賞
に
よ
っ
て
生
じ
る
感
動
、
共

感
、
憧
れ
や
興
味
関
心
、
自
信
と
情
熱
。
そ

れ
ら
が
引
き
金
と
な
っ
て
育
ま
れ
る
、
他
者

と
の
新
た
な
関
わ
り
―
―
美
術
館
は
属
性
を

問
わ
な
い
交
流
と
つ
な
が
り
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
の
場
と
な
る
。

　
企
画
展
を
目
当
て
に
、
極
め
て
幅
広
い
層

の
住
民
が
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運

ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
従
来
は
生
活
上
の

困
難
を
抱
え
た
人
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
、
民
生
・
児
童
委
員
、
自
治
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
の
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

限
ら
れ
て
い
た
。

　
開
設
２
年
目
の
２
０
２
１
年
度
は
、
共
生

の
理
念
を
保
ち
つ
つ
「
地
域
で
活
躍
す
る
高

齢
者
」
の
紹
介
に
も
重
点
を
置
い
た
。

　
９
月
の
老
人
月
間
に
合
わ
せ
た
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
作
品
展
は
毎
年
恒
例
だ

が
、
こ
れ
に
加
え
、
高
齢
世
代
の
ア
ー
ト
・

ク
ラ
フ
ト
系
サ
ロ
ン
の
合
同
展
や
手
工
芸
の

得
意
な
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
登
録
者
の

作
品
展
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
観
光

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
い
ず
れ
も
高
齢
者

が
多
い
）
の
活
動
を
紹
介
す
る
写
真
展
な
ど

を
開
い
た
。

　

　
２
０
２
２
年
度
も
同
様
の
方
針
で
企
画

展
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
異
彩

を
放
つ
の
が
６
月
開
催
の
「
民
芸
特
集
こ
け

し
展
」
だ
。
町
内
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
協
力
を

得
て
東
北
６
県
の
主
要
な
こ
け
し
を
展
示
、

一
部
は
「
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
」
と
無
償
譲
渡
の
対
象
に
し
た
。
こ
れ
が

反
響
を
呼
ぶ
。
詰
め
か
け
た
愛
好
者
が
こ

け
し
を
持
ち
帰
る
だ
け
で
な
く
、
逆
に
「
譲

り
た
い
」
と
収
集
品
を
持
ち
込
む
人
も
現

れ
た
。

　
こ
け
し
展
の
発
端
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
「
老
親
の
こ
け
し
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
処
分
に
困
っ
て
い
る
」

と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
。
大
庭
さ
ん
は
こ
の
件

を
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
に
関
す
る
月
１
回
の
「
５

者
会
議
」
（
２
頁
上
段
の
囲

み
記
事
参
照
）
で
知
る
。

「
同
じ
よ
う
な
困
り
ご
と
は

少
な
く
な
い
は
ず
」
と
、
コ

レ
ク
タ
ー
を
訪
ね
る
な
ど
し

て
収
集
品
の
処
分
に
つ
い
て

の
情
報
を
集
め
た
。
そ
の
過

程
で
、
こ
け
し
展
を
思
い
つ

く
。

　
「
東
北
の
伝
統
工
芸
、
こ

け
し
を
も
っ
と
深
く
知
る
と

同
時
に
、
収
集
品
の
活
用
や

処
分
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」

　
ユ
ニ
ー
ク
で
多
彩
な
企
画
展
で
注
目
を

集
め
、
美
術
館
の
知
名
度
は
徐
々
に
上

昇
。
大
庭
さ
ん
が
出
展
者
を
探
す
だ
け
で

な
く
、
自
ら
展
示
を
希
望
す
る
団
体
も
出

て
き
て
い
る
。

　
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
２
０
２
０
年

６
月
は
、
コ
ロ
ナ
の
第
１
波
か
ら
第
２
波

に
か
け
て
の
時
期
だ
っ
た
。
当
時
、
町
内

各
地
区
の
サ
ロ
ン
や
サ
ー
ク
ル
は
軒
並
み

休
止
。
一
方
、
少
人
数
の
ア
ー
ト
・
ク
ラ

フ
ト
系
団
体
の
一
部
は
、
感
染
防
止
に
配

慮
し
つ
つ
活
動
を
継
続
し
て
い
た
。
大
庭

さ
ん
は
そ
う
し
た
団
体
に
美
術
館
で
の
作

品
展
示
を
働
き
か
け
た
。
そ
れ
は
、
コ
ロ

ナ
下
で
も
持
続
可
能
な
活
動
に
光
を
当
て

る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
大
庭
さ
ん
は
、
「
コ
ロ

ナ
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
出
展
者
が

作
品
や
活
動
を
来
場
者
に
説
明
す
る

『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
』
や
、
作
品
づ
く

り
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
催
す

な
ど
し
て
、
積
極
的
に
交
流
を
仕
掛
け
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
と
こ
ろ
で
、
美
術
館
と
し
て
使
っ
て
い

る
ロ
ビ
ー
の
一
角
（
約
７
×
３
メ
ー
ト

ル
）
は
、
か
つ
て
介
護
用
品
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
だ
っ
た
。
２
０
１
９
年
10
月
の
台
風

19
号
豪
雨
で
浸
水
し
、
介
護
用
品
は
撤

去
。
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
大
庭
さ
ん
が

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
と
、
作
品

が
映
え
る
見
せ
方
の
工
夫
で
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
ど
こ
で
も
誰
で
も
で
き
ま
す
。
地

区
の
集
会
所
や
公
民
館
に
も
『
み
ん
な
の

美
術
館
』
が
広
ま
る
と
い
い
で
す
ね
」

　
大
庭
さ
ん
は
大
河
原
町
出
身
、
白
石
市

在
住
の
63
歳
。
１
９
９
０
年
、
旧
仙
南
地

方
社
会
福
祉
協
議
会
に
入
職
。
２
０
０
５

年
、
同
社
協
解
散
に
伴
い
柴
田
町
社
協

へ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

な
ど
を
経
て
現
職
。
趣
味
は
旅
行
、
読

書
、
学
生
時
代
か
ら
た
し
な
む
茶
道
と
華

道
。
「
感
動
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
。

　
ア
ー
ト
や
ク
ラ
フ
ト
は
情
熱
か
ら
生
ま

れ
、
感
動
を
広
げ
る
。
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
も
同
じ
よ
う
な
も
の
。

ま
ず
人
の
心
が
動
い
て
熱
を
帯
び
る
と
こ

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
共
感
す
る
人
び
と

が
つ
な
が
り
、
進
ん
で
い
く
。

属
性
問
わ
な
い
交
流
の
場
に

困
り
ご
と
か
ら
「
こ
け
し
展
」
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【しばたまち】人口３万7037人、１万6222世帯、高齢化率30.8％（2022年８月末）。町域は
42行政区、６小学校区、３中学校区で構成、中学校区を第２層圏域とする。生活支援コー
ディネーターは町社会福祉協議会に第１層１人、第２層２人を配置（第２層の定数は３人※
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を所管する町福祉課が担当。同課、地域包括支援センター（２か所）、町社協、生活支援
コーディネーターが月１回「５者会議」を開き情報共有と連携を図る。

地域共生目指す

「みんなの美術館」
大庭三余子さん

柴田町

柴田町
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（2020年10月30日）※写真提供：大庭三余子さん
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職場体験で町社協に来た中学生に展示作品の説明をする、
町老人クラブ連合会の大槻尚之会長（2022年９月14日）

写真家ポール・ナッシュさん（右端）と造形作家カルロス・デアさ
ん（左から２人目）の合同展（2020年12月１日、それぞれ夫婦で
来場）※写真提供：大庭三余子さん 生活支援コーディネーターの大庭三余子さん（みんなの美術館で）

　
「
す
て
き
な
も
の
に
感
動
す
る
気
持
ち

は
、
世
代
や
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
係
な
く

共
有
で
き
ま
す
」

　
そ
う
指
摘
す
る
の
は
、
柴
田
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
第
１
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
大
庭
三
余
子
さ
ん
。
２
０
２
０
年
４
月

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
着
任
し
、
ま
ず
取

り
組
ん
だ
一
つ
が
、
ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト
作

品
の
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設
だ
っ
た
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
町
社
協
が
事
務
所
を
置

く
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
の
一
角

に
、「
み
ん
な
の
美
術
館
」
の
名
称
で
同
年

６
月
オ
ー
プ
ン
。
第
１
回
の
企
画
展
は
、

「
と
っ
て
お
き
造
形
教
室
作
品
展
」
と
銘
打

ち
、
町
内
の
ア
ー
ト
教
室
に
通
う
知
的
障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
展
示
し
た
。

　
企
画
展
の
期
間
は
原
則
と
し
て
１
か

月
。
基
本
的
に
個
展
は
行
わ
ず
、
複
数
の

個
人
ま
た
は
団
体
に
よ
る
合
同
展
に
限

る
。
開
催
回
数
は
２
０
２
２
年
９
月
時
点

で
24
回
に
達
し
て
い
る
。

　
内
容
を
見
る
と
、
初
年
度
は
「
と
っ
て
お

き
…
」
の
ほ
か
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害

者
の
各
個
人
・
団
体
の
合
同
展
と
、
こ
れ
に

町
図
書
館
の
蔵
書
や
町
文
化
協
会
の
会
員

作
品
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

展
も
。
た
と
え
ば
、「
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア

ハ
ウ
ス
」（
不
登
校
傾
向
の
あ
る
児
童
生
徒

が
利
用
）
と
精
神
障
害
を
抱
え
る
色
鉛
筆

画
家
の
合
同
展
や
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
テ
ー
マ

に
し
た
町
内
各
地
区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
作
品
展
と
町
図
書
館
所
蔵
の
絵
本
展

の
コ
ラ
ボ
、
県
立
船
岡
支
援
学
校
（
主
に
肢

体
不
自
由
の
児
童
生
徒
が
通
う
）
と
町
立
槻

木
中
学
校
学
習
支
援
室
（
特
別
支
援
学
級
）

お
よ
び
町
文
化
協
会
の
３
者
合
同
展
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。

　
「
ア
ー
ト
や
ク
ラ
フ
ト
に
は
、
感
動
の
共

有
を
通
し
て
地
域
共
生
を
促
す
力
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
力
を
最
大
限
引
き
出
す
よ
う
な

企
画
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
町
に
移
住
し
た
写
真
家
と
造
形
作
家

の
合
同
展
も
開
い
た
。
大
庭
さ
ん
の
目
指
す

「
共
生
」
に
は
当
然
の
よ
う
に
町
在
住
外
国

人
も
含
ま
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
出
展
し
た
人
の
多
く
が
、「
作

品
を
見
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」「
が
ん
ば

る
気
力
が
わ
い
た
」
な
ど
と
喜
び
の
声
を
あ

げ
て
い
る
。
鑑
賞
者
か
ら
は
、「
す
ば
ら
し

い
作
品
に
感
動
し
た
」
だ
け
で
な
く
、「
見

に
来
た
人
や
案
内
し
て
く
れ
た
人
と
の
会

話
も
楽
し
め
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ

る
。「
コ
ロ
ナ
で
ひ
き
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た

が
、
外
出
し
て
人
と
会
う
い
い
機
会
に
な
っ

た
」
と
の
評
価
は
双
方
か
ら
出
て
い
る
。

　
展
示
や
鑑
賞
に
よ
っ
て
生
じ
る
感
動
、
共

感
、
憧
れ
や
興
味
関
心
、
自
信
と
情
熱
。
そ

れ
ら
が
引
き
金
と
な
っ
て
育
ま
れ
る
、
他
者

と
の
新
た
な
関
わ
り
―
―
美
術
館
は
属
性
を

問
わ
な
い
交
流
と
つ
な
が
り
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
の
場
と
な
る
。

　
企
画
展
を
目
当
て
に
、
極
め
て
幅
広
い
層

の
住
民
が
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運

ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
従
来
は
生
活
上
の

困
難
を
抱
え
た
人
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
、
民
生
・
児
童
委
員
、
自
治
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
の
役
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

限
ら
れ
て
い
た
。

　
開
設
２
年
目
の
２
０
２
１
年
度
は
、
共
生

の
理
念
を
保
ち
つ
つ
「
地
域
で
活
躍
す
る
高

齢
者
」
の
紹
介
に
も
重
点
を
置
い
た
。

　
９
月
の
老
人
月
間
に
合
わ
せ
た
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
作
品
展
は
毎
年
恒
例
だ

が
、
こ
れ
に
加
え
、
高
齢
世
代
の
ア
ー
ト
・

ク
ラ
フ
ト
系
サ
ロ
ン
の
合
同
展
や
手
工
芸
の

得
意
な
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
登
録
者
の

作
品
展
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
観
光

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
い
ず
れ
も
高
齢
者

が
多
い
）
の
活
動
を
紹
介
す
る
写
真
展
な
ど

を
開
い
た
。

　

　
２
０
２
２
年
度
も
同
様
の
方
針
で
企
画

展
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
異
彩

を
放
つ
の
が
６
月
開
催
の
「
民
芸
特
集
こ
け

し
展
」
だ
。
町
内
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
協
力
を

得
て
東
北
６
県
の
主
要
な
こ
け
し
を
展
示
、

一
部
は
「
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
」
と
無
償
譲
渡
の
対
象
に
し
た
。
こ
れ
が

反
響
を
呼
ぶ
。
詰
め
か
け
た
愛
好
者
が
こ

け
し
を
持
ち
帰
る
だ
け
で
な
く
、
逆
に
「
譲

り
た
い
」
と
収
集
品
を
持
ち
込
む
人
も
現

れ
た
。

　
こ
け
し
展
の
発
端
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
「
老
親
の
こ
け
し
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
処
分
に
困
っ
て
い
る
」

と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
。
大
庭
さ
ん
は
こ
の
件

を
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
に
関
す
る
月
１
回
の
「
５

者
会
議
」
（
２
頁
上
段
の
囲

み
記
事
参
照
）
で
知
る
。

「
同
じ
よ
う
な
困
り
ご
と
は

少
な
く
な
い
は
ず
」
と
、
コ

レ
ク
タ
ー
を
訪
ね
る
な
ど
し

て
収
集
品
の
処
分
に
つ
い
て

の
情
報
を
集
め
た
。
そ
の
過

程
で
、
こ
け
し
展
を
思
い
つ

く
。

　
「
東
北
の
伝
統
工
芸
、
こ

け
し
を
も
っ
と
深
く
知
る
と

同
時
に
、
収
集
品
の
活
用
や

処
分
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」

　
ユ
ニ
ー
ク
で
多
彩
な
企
画
展
で
注
目
を

集
め
、
美
術
館
の
知
名
度
は
徐
々
に
上

昇
。
大
庭
さ
ん
が
出
展
者
を
探
す
だ
け
で

な
く
、
自
ら
展
示
を
希
望
す
る
団
体
も
出

て
き
て
い
る
。

　
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
２
０
２
０
年

６
月
は
、
コ
ロ
ナ
の
第
１
波
か
ら
第
２
波

に
か
け
て
の
時
期
だ
っ
た
。
当
時
、
町
内

各
地
区
の
サ
ロ
ン
や
サ
ー
ク
ル
は
軒
並
み

休
止
。
一
方
、
少
人
数
の
ア
ー
ト
・
ク
ラ

フ
ト
系
団
体
の
一
部
は
、
感
染
防
止
に
配

慮
し
つ
つ
活
動
を
継
続
し
て
い
た
。
大
庭

さ
ん
は
そ
う
し
た
団
体
に
美
術
館
で
の
作

品
展
示
を
働
き
か
け
た
。
そ
れ
は
、
コ
ロ

ナ
下
で
も
持
続
可
能
な
活
動
に
光
を
当
て

る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
大
庭
さ
ん
は
、
「
コ
ロ

ナ
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
出
展
者
が

作
品
や
活
動
を
来
場
者
に
説
明
す
る

『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
』
や
、
作
品
づ
く

り
を
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
催
す

な
ど
し
て
、
積
極
的
に
交
流
を
仕
掛
け
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
と
こ
ろ
で
、
美
術
館
と
し
て
使
っ
て
い

る
ロ
ビ
ー
の
一
角
（
約
７
×
３
メ
ー
ト

ル
）
は
、
か
つ
て
介
護
用
品
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
だ
っ
た
。
２
０
１
９
年
10
月
の
台
風

19
号
豪
雨
で
浸
水
し
、
介
護
用
品
は
撤

去
。
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
大
庭
さ
ん
が

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
と
、
作
品

が
映
え
る
見
せ
方
の
工
夫
で
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
ど
こ
で
も
誰
で
も
で
き
ま
す
。
地

区
の
集
会
所
や
公
民
館
に
も
『
み
ん
な
の

美
術
館
』
が
広
ま
る
と
い
い
で
す
ね
」

　
大
庭
さ
ん
は
大
河
原
町
出
身
、
白
石
市

在
住
の
63
歳
。
１
９
９
０
年
、
旧
仙
南
地

方
社
会
福
祉
協
議
会
に
入
職
。
２
０
０
５

年
、
同
社
協
解
散
に
伴
い
柴
田
町
社
協

へ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

な
ど
を
経
て
現
職
。
趣
味
は
旅
行
、
読

書
、
学
生
時
代
か
ら
た
し
な
む
茶
道
と
華

道
。
「
感
動
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
。

　
ア
ー
ト
や
ク
ラ
フ
ト
は
情
熱
か
ら
生
ま

れ
、
感
動
を
広
げ
る
。
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
も
同
じ
よ
う
な
も
の
。

ま
ず
人
の
心
が
動
い
て
熱
を
帯
び
る
と
こ

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
共
感
す
る
人
び
と

が
つ
な
が
り
、
進
ん
で
い
く
。

属
性
問
わ
な
い
交
流
の
場
に

困
り
ご
と
か
ら
「
こ
け
し
展
」
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住み慣れた地域で暮らし続けるためのお宝探し情報紙

バックナンバーがホームページで読めます   http://www.clc-japan.com/sasaeai_m/

栗原市で栗駒地区と鶯沢地区合同の「お宝発表会」を開催
　栗原市社会福祉協議会では、高齢になって
も住み慣れた地域で自分らしく暮らし続ける
ために、つながりを継続することの大切さに
ついて理解を深める「お宝発表会」を、8月8
日に栗駒地区と鶯沢地区合同で開催しまし
た。栗駒地区と鶯沢地区の２層協議体が運営
に携わり、地域活動団体や民生委員、一般住
民など、およそ150人の参加がありました。
　開会あいさつでは、市社協栗駒支部支部長
の五十嵐慶一さんが、初めて２地区合同のお
宝発表会の開催に至った経緯や、これを機に
地区の垣根を越えて地域福祉の向上を図って
いきたいとの抱負を話しました。
　続く基調講演では、滝ノ原地区社協会長の
佐藤博泰さんが、介護給付と保険料の実情
や、生活支援体制整備事業について説明。定
年後に趣味で始めた自身のパン工房が、地域
の交流の場や居場所になり、支え合いにつな
がっていることを実感していると語り、活動
を継続することが健康寿命を延ばすことにも
なるというお話もありました。
　その後、各地区の２層生活支援コーディ
ネーターから、地域の３団体の実践紹介があ
りました。活動団体からは、「作品を褒め
られると嬉しい。それが続ける意欲になる」

「仲間が送迎してくれるから90歳代でも参加
できる。活動が楽しいからこそ長生きできて
いると思う」というお話があり、コーディ
ネーターが「このような日頃の交流が、地域
のつながりを深める大切な場所になるので、
継続して活動してほしい」と呼びかけまし
た。会場内には、活動で実際に作製した衣服
などの作品が展示され、参加者が作品を思い
思いに眺める様子が見られました。
　また、会終了後に各地区の２層協議体が開
催され、発表会運営の反省会や情報共有が行
われました。

3市2町の生活支援コーディネーターが情報交換会を開催

　コロナ禍で休止していた3市2町生活支援コーディネー
ター情報交換会が、約２年ぶりに南三陸町ベイサイドア
リーナで9月30日開催されました。この情報交換会は、石
巻市、東松島市、登米市、南三陸町、女川町の生活支援

コーディネーターが資質向上、連携・関係構築を目的とし
て自主的に開催しているもの。今回は南三陸町社会福祉協
議会が幹事となり、ご近所福祉クリエーターの酒井保さん
を招いて、「地域包括ケアシステムと社協～巻き込み大作
戦～」と題する講演会を開催しました。南三陸町社協から
は生活支援員（LSA）も参加し、生活支援コーディネー
ターと社協職員計33人が集まりました。
　講演では、生活支援体制整備事業の基礎知識や、「支え
合い」の根本的な考え方、介護予防事業と生活支援体制
整備事業のつながりを、生活支援コーディネーターとして
どのように理解していくかを学ぶ機会となりました。
　今回は、研修会として約２時間の講演を聴くスタイルで
したが、次回は石巻市社協を幹事として、情報交換をメイ
ンに開催する予定です。

宮城県地域支え合い・
生活支援推進連絡会議事務局
（宮城県社会福祉協議会）
〈2022年8～10月期〉


